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≪麻疹・風疹・流行性耳下腺炎・水痘 抗体検査説明書≫ 

 定性が＋の場合、過去の感染や予防接種により上記の疾患に免疫があり、発症や重症化を予防で

きると考えられます。 

 確実な予防のため、予防接種を希望される方は、かかりつけ医等に接種についてご相談ください。 

 ※「基準を満たす」とは：日本環境感染学会が提示している数値で十分な抗体価があるとされて

います。ただし、加齢や免疫抑制剤などの治療により免疫が低下した場合、感染する可能性があり

ます。 

 

麻疹（はしか） 

麻疹に対するウイルスの抗体の有無を調べる検査です。 

検査法 基準を満たさない 基準を満たす 

IgG（EIA法） 
定性 － ± ＋ ＋ 

定量 2.0未満 2.0～3.9 4.0以上 16.0以上 

 

風疹（三日はしか） 

風疹に対するウイルスの抗体の有無を調べる検査です。 

検査法 基準を満たさない 基準を満たす 

IgG（EIA法） 
定性 － ± ＋ ＋ 

定量 2.0未満 2.0～3.9 4.0以上 8.0以上 

HI法 8倍未満  8倍以上 32倍以上 

 

流行性耳下腺炎（ムンプス、おたふくかぜ） 

ムンプスに対するウイルスの抗体の有無を調べる検査です。 

検査法 基準を満たさない 基準を満たす 

IgG（EIA法） 
定性 － ± ＋ 

定量 2.0未満 2.0～3.9 4.0以上 

 

水痘（みずぼうそう） 

水痘・帯状疱疹ウイルスの抗体の有無を調べる検査です。 

検査法 基準を満たさない 基準を満たす 

IgG（EIA法） 
定性 － ± ＋ 

定量 2.0未満 2.0～3.9 4.0以上 

※帯状疱疹の発症と水痘・帯状疱疹ウイルスの抗体有無との関連について 

 帯状疱疹は、体内に潜在している水痘・帯状疱疹ウイルスが疲労や免疫力の低下などによって活発化して

出てくる症状です。帯状疱疹が他人にうつることはほとんどありませんが、水疱瘡になったことがない方は

うつることがあります。その場合は水疱瘡として発症します。 
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